
Plant Chemical Biology Seminar

DNA認識拡張機構からたどる
根粒共生鍵転写因子の進化

根粒共生は、マメ科など一部の真正双
子葉植物が根粒菌と共生し、大気中窒素
を利用可能にする仕組みである。この共
生を成立させる遺伝子発現プログラムの
中心的制御因子が転写因子 NIN である。
NIN は硝酸応答転写因子 NLP から進化
した因子であるが、その機能進化を支え
た分子機構は長らく不明であった。本講
演では、我々が明らかにした NIN の広
範な DNA 結合選択性を中心に、その分
子構造基盤、NLP から NIN への機能進
化の過程、さらに根粒共生獲得との関連
について最新の知見を紹介する。

関連文献
Nosaki *, Noda et al.
Science Advances 12, eaeb8825 (2026).
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